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今⽇の⽬的
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⽬的は2つ
効果検証の基本的な考え⽅を紹介

効果検証の⼿法として⼈気のある差の差法の基本的な使い⽅を紹介
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なぜ効果検証？

導⼊・変更された政策が意図した結果をもたらしたのか?

意図せざる結果をもたらしていないか?

導⼊した政策の効果を数値できないか？

→ 効果検証を通じてこれらの問いに答えることが可能になる
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なぜ差の差法？

考え⽅が直感的

データが集めやすい

応⽤例が豊富

→ 今⽇から使えるかも
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効果検証の考え⽅

11



⽐較が⼤切

政策導⼊ → 投票率

政策を導⼊した地域群（ = 介⼊群）としなかった地域群（= 対照群）を⽐較
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リンゴとミカンを⽐較してもだめ

この差は政策の効果か？あるいは他の要因の影響か？

さまざまな違いを持つ介⼊群と対照群（つまりリンゴとミカン）を⽐べても政策の効果

を⾒分けられない

政策の効果？それとも他の要因の影響？
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差の差法とはなにか
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似たもの同⼠を⽐較するための⼯夫

介⼊群の各地域において、導⼊前後の変化を⽐較する

投票率[導⼊後] - 投票率[導⼊前] = 政策の効果

同じ地域を⽐較 = 似たもの同⼠
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前後⽐較のみで他の要因の影響を排除できる？

微妙、なぜならトレンドの影響を排除できないから

政策の効果？それとも他の要因（＝トレンド）の影響？
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前後⽐較 = ⼀つめの差
介⼊群：[投票率、導⼊後] - [投票率、導⼊前] = 介⼊群の前後差（ ）

対照群：[投票率、導⼊後] - [投票率、導⼊前] = 対照群の前後差（ ）→ トレンドの影響
を求めるために利⽤

τ +α0

α0
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横断⽐較 = ⼆つめの差
介⼊群の前後差（ ） - 対照群の前後差（ ） = 政策の効果（ ）

→ 差の差を利⽤している

τ +α0 α0 τ
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重要な仮定

介⼊がなかったときの介⼊群のトレンドと対照群のトレンドが同じ = 平⾏トレンド仮定

他に⼤きな政策変化がない
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差の差法の応⽤例
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2016年の参院選挙区の合区と投票率
合区により投票率は低下したのか？＝意図せざる結果

介⼊群：⿃取県＋島根県の市町村、徳島県＋⾼知県の市町村

対照群：岡⼭県・広島県・⼭⼝県・⾹川県・愛媛県の市町村

各県内の市区町村の参院選（2016年前後）投票率データを利⽤
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合区→投票率低下？
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合区→投票率低下？
差の差法と回帰分析を組み合わせると、政策導⼊・変更の効果の数値化が可能

介⼊群では合区により投票率が約４%ポイント低下

= τ + + +Tit Git ρi ϕt uit
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イベントスタディ

平⾏トレンド仮定の妥当性が⾼いかどうかを介⼊前のトレンドで確認

介⼊効果が変化するかどうかを確認

= + + + + + + + +Ti,t τ12Gi,12 τ9Gi,9 τ6Gi,6 τ3Gi,3 τ+3Gi,+3 τ+6Gi,+6 ρi ϕt ui,t
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まとめ
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覚えておいていただきたいこと

効果検証をするなら差の差法が便利

介⼊群と対照群を定義（⽐較的簡単）

政策導⼊・変更前後の介⼊群と対照群のデータを収集（⽐較的簡単）

各群の平均値の推移を⽐較（⽐較的簡単）

回帰分析を使って政策導⼊・変更の効果を数値化（ちょっと難しい）

平⾏トレンド仮定の妥当性を検討（ちょっと難しい）
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